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Pattern Recognition 2 units (selection)

Kenji Terada · Professor / Basic Information Science, Department of Information Science and Intelligent Systems

Target〉 現在，コンピュータの発展に伴い，機械と人間が共生する社会になって
いる．本講義では，機械が獲得した情報を人間の理解しやすいような情報に
変換する技術，すなわちパターン認識について，文字認識，音声認識，画像認
識を中心に，応用例をあげながら平易に解説する．

Outline〉 人間同士が情報の交換や記録に用いているメディア，すなわちパター
ン情報には，文字，音声，画像などがある．人間のこれらのパターン情報を
認識する能力は，本能や幼児からの長年の学習によって高度に発達している
が，これらを機械にやらせることは決して容易ではない．本講義では，多く
の研究者の研究成果により，徐々に発展してきたパターン認識について，そ
の基本的な概念から応用例まで，文字認識，音声認識，画像認識を中心に解
説していく．

Keyword〉 パターン認識論, 文字認識, 画像認識
Fundamental Lecture〉 “Signal Processing”(1.0), “Discrete-Time Systems Anal-

ysis”(1.0), “Image Processing”(1.0)

Relational Lecture〉 “Biological and Medical Engineering”(0.5)

Goal〉
1.パターン認識の基礎知識を，講義と演習を通じて身に付ける．
2.基礎的な学力と，それを各問題に応用できる能力を身に付ける．

Schedule〉
1.パターン認識の概要
2.線形識別関数，統計的決定理論
3.クラスタ解析，識別オートマトン理論
4.サポートベクターマシン
5.隠れマルコフモデル
6.文字パターンとその特徴及び文字認識の基礎
7.英数字カナ文字認識
8.漢字認識
9.オンライン手書き文字認識，文字認識応用システム

10.中間試験
11.音声パターンとその特徴及び音声認識の基礎
12.特定話者単語音声認識，不特定話者単語音声認識
13.連続音声認識，話者認識，音声認識応用システム
14.画像パターンとその特徴及び画像認識の基礎

15.画像認識の応用例
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 平常点と試験の比率は 3:7とする. 前者には，講義への参
加状況，演習 ·小テストの内容，後者には最終試験の成績が含まれる.

Textbook〉 特に指定しない
Reference〉 森 健一監修:「パターン認識」電子情報通信学会
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216254
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Terada (Dr.802, +81-88-656-7499, terada@is.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 月，水曜日 15:00∼ 17:00(年度ごとに学科の掲示を参照する
こと))

Note〉
�再試は一切やらない．
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
�授業計画 1∼ 15は，各講義の最後に行なわれる演習および最終試験により
達成度評価を行なう．
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